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７
月
23
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
荒
川

分
会
の
小
林
次
夫

さ
ん
宅
へ
、
教
宣

部
有
志
で
お
線
香

を
あ
げ
に
伺
っ
て

き
た
。

支
部
機
関
紙
「
お
れ
た
ち
」

を
現
在
の
状
況
に
作
り
上
げ
、

現
在
も
継
続
し
て
看
板
コ
ー
ナ

ー
と
な
っ
て
い
る
『
モ
ノ
つ
く

り
と
匠
の
町
あ
ら
か
わ
』
の
企

画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
小

林
さ
ん
だ
。
真
面
目
で
記
憶
力

の
良
さ
は
誰
も
が
一
目
置
き
、

論
客
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
日
は
奥
さ
ん
と
小
林
さ
ん
の

思
い
出
話
が
出
来
た
の
で
良
か

っ
た
。
ち
な
み
に
、
伺
っ
た
８

月
23
日
は
初
め
て
の
月
命
日
。

▼
広
島
県
の
山
裾
の
新
興
住
宅

地
で
、
豪
雨
土
砂
災
害
が
起
き

た
。
砂
防
ダ
ム
準
備
も
間
に
合

わ
ず
、
歴
史
的
に
は
危
険
な
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
広
島
の
他
に
高
知
・

福
岡
・
京
都
・
秋
田
な
ど
広
範

囲
に
わ
た
り
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
気
象
庁
は
こ
の
豪
雨
の
名

称
を
地
名
を
付
さ
ず
に
「
平
成

26
年
８
月
豪
雨
」
と
命
名
。

▼
気
象
庁
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

し
て
備
え
て
も
ら
お
う
と
、
以

前
よ
り
精
度
の
高
い
情
報
提
供

を
８
月
７
日
か
ら
開
始
し
た
。

ま
た
、
土
砂
災
害
防
止
法
の
警

戒
区
域
は
既
に
全
国
で
35
万
ヶ

所
で
危
険
を
知
ら
せ
る
、
危
険

を
知
る
努
力
が
命
を
守
る
。

▼
地
震
や
豪
雨
、
大
雪
等
と
い

つ
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

し
、
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
。
自
治
体
情
報
の
み
に
頼

ら
ず
、
日
頃
か
ら
備
え
、
自
発

的
に
情
報
を
得
て
耳
を
傾
け
、

落
ち
着
い
て
行
動
を
。
（
虎
）

仲
間
に
依
拠
し
現
勢
回
復
を

秋
の
組
織
拡
大
月
間
が
ス
タ
ー
ト

多くの仲間の行動参加で拡大目標を達成させよう

第２次行動日

９月18日（木）・19日（金）

第３次行動日

９月25日（木）・26日（金）

第４次行動日

10月２日（木）・３日（金）

第５次行動日

10月９日（木）・10日（金）

第６次行動日

10月14日（火）・15日（水）

第７次行動日

10月19日（日） ※昼間

第８次行動日

10月21日（火）・22日（水）

第９次行動日

10月28日（火）・29日（水）

土
建
国
保
で

医
療
費
も
安
心

幸田文男
さん

（南千住）

昨
年
10
月
に
妻
が
病
気
に
な

り
、
半
月
程
入
院
し
ま
し
た
。

あ
る
程
度
の
回
復
を
み
て
退
院

し
ま
し
た
が
、
３
月
に
再
入
院

と
な
り
ま
し
た
。
再
入
院
は
１

ヶ
月
に
及
び
ま
し
た
が
、
最
初

の
入
院
の
際
に
国
保
の
制
度
で

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
発

行
手
続
き
を
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
入
院
医
療
費
の
窓
口
支
払

い
は
負
担
が
軽
く
、
少
額
で
済

み
ま
し
た
。
ま
た
、
土
建
国
保

で
は
入
院
の
場
合
は
本
人
も
家

８
月
31
日
、
夏
の
大
学
習
会
と
兼
ね
て
秋
の

拡
大
決
起
集
会
を
東
京
土
建
本
部
会
館
の
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
で
本
部
が
製
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
、

続
い
て
船
橋
書
記
長
に
よ
る
拡
大
月
間
の
方
針

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
分
会
や
支

部
の
目
標
達
成
に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
全
体
で
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

【
組
織
部
発
】
秋
の
拡
大
月

間
に
お
け
る
支
部
目
標
は
90
人

で
す
。
８
月
26
日
（
10
月
１
日

加
入
）
か
ら
、
す
で
に
拡
大
月

間
は
始
ま
っ
て
お
り
、
終
わ
り

は
10
月
31
日
（
11
月
１
日
加

入
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

月
間
に
突
入
し
て
か
ら
の
最

初
の
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
支

部
四
役
・
常
任
執
行
委
員
、
書

記
局
で
構
成
し
て
い
る
支
部
拡

大
推
進
委
員
に
よ
る
日
暮
里
地

域
の
未
加
入
法
人
事
業
所
訪
問

で
し
た
。
社
会
保
険
加
入
の
有

無
実
態
確
認
や
取
引
の
あ
る
下

請
け
業
者
の
土
建
へ
の
紹
介
の

お
願
い
な
ど
も
話
し
て
き
ま
し

た
。
早
期
に
組
合
加
入
と
い
う

結
果
に
結
び
つ
く
行
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
法
人
事

「目標達成、ガンバロー」

族
も
同
じ
対
応
で
、
一
部
負
担

金
額
が
後
で
戻
る
の
で
医
療
費

に
対
し
て
の
不
安
は
無
く
、
大

変
助
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
は
自
分
自
身
が

荒
川
区
の
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
た
際
に
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
医
師
の
診
断
に
よ

る
病
名
は
「
早
期
大
腸
が
ん
」

で
、
地
元
の
病
院
で
紹
介
状
を

も
ら
い
、
大
学
病
院
に
入
院
し

て
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
私
自

身
の
入
院
に
つ
い
て
も
組
合
に

連
絡
し
、
妻
と
同
様
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
の
発
行
手
続

き
を
し
、
「
委
任
払
い
」
制
度

も
利
用
し
た
お
か
げ
で
、
支
払

負
担
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
に
治

療
に
専
念
で
き
ま
し
た
。

短
期
間
で
、
妻
に
引
き
続
い

て
自
分
自
身
も
入
院
し
た
こ
と

で
ま
さ
に
土
建
国
保
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
土
建
国

保
独
自
の
制
度
は
も
ち
ろ
ん
、

毎
年
の
健
康
診
断
も
健
康
管
理

の
上
で
あ
り
が
た
い
し
、
い
ざ

と
い
う
時
に
頼
り
に
な
る
の
が

東
京
土
建
の
国
保
で
す
。

業
所
の
実
態
把
握

に
も
な
り
ま
す
。

拡
大
決
起
集
会

で
は
本
部
の
製
作

し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観

て
気
持
ち
を
盛
り

上
げ
て
、
分
会
ご

と
に
拡
大
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
拡
大
目
標
達
成

へ
向
け
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
全
体

の
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

月
間
の
行
動
で
は
い
つ
も
通

り
に
仲
間
に
依
拠
し
て
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
個
人

や
事
業
所
を
は
じ
め
組
合
員
訪

問
が
重
要
で
す
。
多
く
の
仲
間

の
行
動
参
加
で
、
組
織
現
勢
の

回
復
と
と
も
に
拡
大
目
標
を
達

成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

雨の中で法人事業所訪問
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今
回
、
初
め
て
原
水
禁
世
界

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
会
の
参
加
人
数
の
多
さ

に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、
核

兵
器
全
面
禁
止
の
行
動
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
色
々
な
地
域

の
方
が
２
０
１
５
年
の
核
拡
散

防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討

会
議
に
参
加
す
る
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
20
代
の
女
性
で
東
京

杉
並
区
か
ら
の
参
加
者
は
、
同

年
代
の
方
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
勉
強
会
を
し
て
い
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
が
30
回

目
の
参
加
と
話
し
て
い
た
83
歳

の
男
性
は
、
署
名
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
方
が
こ

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

達
の
出
来
る
行
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
だ
と
思
い
、
私
も
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

都
立
尾
久
の
原
公
園
は
、

隅
田
川
沿
い
の
東
尾
久
７
丁

目
と
町
屋
５
丁
目
に
ま
た
が

る
所
に
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
一
帯
は
、

旭
電
化
工
業
（
現
在
は
株
式

会
社
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
）
の
工
場

跡
地
で
、
昭
和
55
年
に
東
京

ド
ー
ム
４
個
分
の
土
地
を
東

京
都
が
購
入
し
ま
し
た
。

西
半
分
側
は
、
現
在
の
首

都
大
学
東
京
荒
川
キ
ャ
ン
パ

ス
と
な
っ
て
お
り
、
東
半
分

が
震
災
時
の
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
を
目
的
と
し
て
、

平
成
５
年
に
開
園
し
た
の
が

こ
の
公
園
で
す
。

公
園
内
に
は
、
芝
生
広

場
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
広
場
、

流
れ
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
、

ト
ン
ボ
池
、
湿
地
、
桜
並
木

な
ど
が
あ
り
、
開
放
的
で
自

然
と
触
れ
合
え
る
こ
と
か
ら

近
隣
の
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
夏
の
季
節
は
、
ト
ン

ボ
池
や
湿
地
に
集
ま
る
ト
ン

ボ
の
種
類
は
多
く
、
貴
重
な

生
息
地
と
し
て
有
名
で
す
。

ま
た
、
２
０
０
本
以
上
の

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
植
樹
さ
れ

て
お
り
、
近
隣
で
は
有
名
な

春
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
等
が
検
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
一
部
の
区
域
に

フ
ェ
ン
ス
が
張
ら
れ
立
入

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
27
年
度
中

に
は
土
壌
汚
染
対
策
工
事

を
完
了
さ
せ
、
全
面
開
放

さ
れ
る
予
定
で
す
。

都立尾久の原公園

取材・堀 茂男

公園の全面開放が待ち遠しい

初
日
の
６
５
０
０
人
が
参
加

し
た
開
会
総
会
で
、
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
、
御
年
89
歳
の

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
（
日
本
被
団
協
）
の
坪
井
直

（
す
な
お
）
代
表
委
員
の
挨
拶

の
中
で
、
「
20
歳
の
時
に
爆
心

地
か
ら
１
㎞
の
屋
外
で
被
爆
、

10
数
メ
ー
ト
ル
飛
ば
さ
れ
た
。

全
身
大
ヤ
ケ
ド
、
ど
す

黒
い
血
、
生
き
た
気
持

ち
が
し
な
い
、
川
に
飛

び
込
み
、
皆
と
一
緒
に

死
ん
で
い
た
ら
良
か
っ

た
。
１
年
経
ち
、
畳
の

上
で
よ
う
や
く
這
う
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
今
ま
で
12
～
13

回
、
入
退
院
し
た
。
心

臓
病
で
ニ
ト
ロ
を
持
っ

て
い
る
。
ガ
ン
に
も
２

回
な
っ
た
。
」
と
い
う

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】

健
康
維
持
と
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
も

年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
荒
川
生
協
診
療

所
の
協
力
の

も
と
、
春
に

続
き
秋
も
集

団
健
康
診
断

を
実
施
し
て

い
ま
す
。
な

お
、
節
目
健
診
対
象
者
や
別

日
程
を
希
望
な
ど
の
方
に
つ

い
て
は
、
足
立
区
千
住
曙
に

あ
る
健
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
診

セ
ン
タ
ー
も
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
体
の
不
調
を
感
じ
た

り
、
健
診
で
要
再
検
査
が
あ

っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
対
応

し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
ぜ
ひ

早
期
治
療
を
し
て
下
さ
い
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
医

療
費
も
土
建
国
保
で
あ
れ
ば

心
配
無
し
で
、
治
療
に
専
念

で
き
ま
す
。

支
部
で
は
健
診
受
診
率
を

引
き
上
げ
る
べ
く
毎
月
案
内

を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
伸
び
ま
せ
ん
。
組
合
員
本

人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
女

性
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
家
族
の
健
診
受
診

も
積
極
的
に
促
進
し
て
い
ま

す
。
集
団
健
康
診
断
の
よ
う

な
決
ま
っ
た
日
程
で
は
調
整

し
に
く
い
方
は
、
組
合
ま
で

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

健
診
を
受
け
よ
う

秋
の
集
団
健
康
診
断

荒川原水協の参加者たち

原水爆禁止2014年世界大会・広島 参加報告

堀 茂男
さん

（日暮里一）

主
婦
の
会

親
子
映
画
会
＆
料
理
教
室

強
烈
な
被
爆
体
験
を
聞
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
「
戦
争
は
、
命
の

や
り
取
り
。
戦
争
で
人
の
命
を

救
っ
た
こ
と
は
な
い
。
核
兵
器

廃
絶
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
成

り
立
つ
ま
で
は
、
絶
対
に
死
ね

な
い
。
こ
ん
な
馬
鹿
げ
た
こ
と

は
、
２
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
と

力
強
く
表
明
し
、
私
は
、
非
常

に
感
動
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、
平

澤元京子
さん

（町屋南）

川又好一
さん

（日暮里一）

全国から平和を願う声が集まる

私
は
今
回
の
広
島
大
会
で
、

初
め
て
雨
に
降
ら
れ
た
。
５
日

の
分
科
会
に
出
席
す
る
た
め
、

広
島
電
鉄
に
乗
り
袋
町
で
下
車

し
て
平
和
大
通
り
に
出
る
と
、

暑
く
て
カ
ン
カ
ン
照
り
の
広
島

と
変
わ
ら
な
い
セ
ミ
の
合
唱
団

に
迎
え
ら
れ
た
。

参
加
を
決
め
た
時
か
ら
、
原

爆
投
下
時
刻
の
８
時
15
分
に
平

和
大
通
り
を
歩
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
日
付
は
一
日
前

だ
が
時
計
を
見
な
が
ら
、
そ
の

８
時
15
分
を
迎
え
た
。
歩
い
て

い
た
足
が
止
ま
り
、
一
瞬
「
ゾ

ク
ッ
」
と
怖
さ
を
感
じ
た
数
秒

後
、
周
り
の
風
景
、
大
通
り
は

何
も
変
わ
ら
ず
、
セ
ミ
の
合
唱

は
止
ま
ず
に
鳴
い
て
い
た
。

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
の
中
央

の
石
室
に
は
、
毎
年
原
爆
死
没

者
名
簿
が
収
め
ら
れ
る
。
碑
文

の
「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」

を
祈
り
な
が
ら
、
分
科
会
会
場

の
方
向
に
歩
い
た
。

東
京
に
戻
り
、
長
崎
の
原
爆

投
下
日
の
９
日
午
前
11
時
２
分

は
会
社
で
仕
事
の
手
を
止
め
、

広
島
と
同
じ
よ
う
「
安
ら
か
に

眠
っ
て
下
さ
い

過
ち
は
繰
返

し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
を
祈
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
毎
年
、
ど
こ
に

い
て
も
こ
の
日
こ
の
時
間
は

「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い

過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」

と
国
民
の
一
人
と
し
て
祈
る
事

を
心
に
決
め
た
。

【
主
婦
の
会

・
平
澤
幸
子
通

信
員
】
夏
休
み

も
終
わ
り
に
近

い
８
月
24
日
、

大
人
20
人
、
子

供
15
人
の
参
加

で
「
親
子
映
画

会
と
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
、
子
供
達

の
間
で
流
行
っ

て
い
る
「
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
」
と

い
う
ア
ニ
メ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た

後
、
パ
ン
ダ
の
飾
り
の
り
巻
き 「私の作ったパフェも美味しいよ」

和
記
念
公
園
一
帯
の
碑
め
ぐ
り

・
遺
跡
め
ぐ
り
・
被
爆
の
実
相

学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

15
ヶ
所
ほ
ど
の
碑
を
巡
り
ま

し
た
が
、
平
和
記
念
公
園
の
あ

る
場
所
は
、
当
時
、
広
島
の
中

心
繁
華
街
で
、
街
は
全
滅
。

軍
事
施
設
や
軍
需
工
場
な
ど

を
空
襲
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る

た
め
の
民
家
の
取
り
壊
し
作
業

を
行
う
建
物
疎
開
作
業
に
周
辺

の
村
々
か
ら
中
学
生
以
上
の
人

達
が
動
員
さ
れ
、
多
く
の
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

無
念
の
死
を
遂
げ
た
人
達
の

「
声
な
き
叫
び
」
を
見
聞
き
し

て
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

と
パ
フ
ェ
を
み
ん
な
で
作
り
ま

し
た
。

の
り
巻
き
に
つ
い
て
は
、
教

え
る
側
の
人
が
少
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
作
る
の
が
難
し
い
よ
う

で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
く
に

ぎ
や
か
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
み
ん
な
う
ま
く
作
れ
た

の
か
な
？
ち
な
み
に
、
参
加
し

た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
持
ち
帰
っ

た
よ
う
で
し
た
。
の
り
巻
き
を

作
っ
た
後
は
、
器
に
好
み
の
具

材
を
入
れ
て
パ
フ
ェ
を
作
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
私
も
一
緒
に
作

っ
て
食
べ
ま
し
た
が
、
大
変
美

味
し
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
で
は
、
「
楽
し
か
っ
た
の

で
次
回
も
参
加
し
た
い
」
「
親

子
で
楽
し
め
て
良
か
っ
た
」

「
子
供
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ

て
嬉
し
い
」
な
ど
の
回
答
が
あ

り
、
好
評
だ
っ
た
の
で
安
心
し

ま
し
た
。
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宮
地
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
尾

竹
橋
通
り
を
町
屋
に
向
か
っ

て
、
花
の
木
交
差
点
の
右
側

の
元
コ
ス
モ
石
油
の
Ｇ
Ｓ
を

入
る
と
、
す
ぐ
左
側
に
「
古

都
」
の
袖
看
板
が
輝
い
て
い

る
。
左
右
に
数
軒
の
飲
食
店

の
袖
看
板
が
あ
る
が
、
一
番

輝
い
て
い
る
。
店
長
の
湖
崎

さ
ん
に
、
店
名
の
由
来
を
聞

く
と
お
母
さ
ん
が
奈
良
県
出

身
な
の
で
、
「
古
都
」
と
つ

け
た
と
の
こ
と
。

店
に
入
る
と
、
カ
ウ
ン
タ

ー
に
10
人
、
奥
の
テ
ー
ブ
ル

に
６
人
が
座
れ
る
。
板
前
上

が
り
の
店
長
が
作
る
料
理

は
、
大
変
美
味
し
く
、
懐
石

料
理
も
提
供
す
る
。
宴
会
予

約
が
多
い
の
で
、
数
人
で
行

く
場
合
は
、
確
認
が
必
要
と

な
る
。
お
す
す
め
料
理
は
、

自
家
製
餃
子
と
お
好
み
焼
き

で
、
大
評
判
で
売
れ
切
れ
も

度
々
あ
る
の
で
注
意
。

カ
ラ
オ
ケ
が
自
慢
で
、
音

響
が
抜
群
な
こ
と
か
ら
、
専

門
家
も
唸
ら
せ
て
い
る
。
高

得
点
が
出
る
と
、
そ
の
場
で

焼
酎
ボ
ト
ル
の
サ
ー
ビ
ス
も

あ
っ
て
楽
し
め
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
提
示
▼

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

営
業
時
間
19
：
00
～
25
：
00

定
休
日

日
・
祝
祭
日
の
月

文
・
写
真

川
又
好
一
記
者

＝
日
暮
里
一
分
会

２０１４年９月１０日 第５５１号

居酒屋スナック 古都

荒川区荒川７－３４－１

電話 ０３－３８０６－６２６８

全国採点の最新カラオケで楽しむ

【
南
千
住
・
竹
達
浩
記
者
】

８
月
31
日
、
情
勢
を
学
ぶ
夏
の

大
学
習
会
が
土
建
本
部
の
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
お
い
て
、

１
０
２
人
の
参
加
で
講
師
２
人

を
招
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
講
演
の
講
師
で
、
三

多
摩
法
律
事
務
所
の
山
口
弁
護

士
の
テ
ー
マ
は
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
を
許
さ
な
い
！
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
容
認
と
改
憲
の

動
き
」
で
し
た
。
安
倍
政
権
の

狙
い
の
ア
メ
リ
カ
と
国
連
の
要

請
が
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
同
盟

国
が
攻
撃
を
受
け
た
時
、
又
は

自
国
と
他
国
に
利
害
関
係
が
生

じ
て
外
交
手
段
に
行
き
詰
っ
た

時
に
い
つ
で
も
軍
隊
を
派
兵
す

る
体
制
作
り
に
余
念
が
な
い
。

そ
の
策
動
を
遂
行
す
る
た
め
に

憲
法
９
条
を
欺
瞞
的
に
解
釈
し

て
、
軍
事
力
に
依
る
積
極
的
平

和
主
義
を
推
し
進
め
て
い
る
と

語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
の
欺
瞞
性
や

何
が
決
ま
っ
た
の
か
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
理

解
で
き
ま
し
た
。

午
後
の
講
演
の
講
師
は

東
京
地
評
の
松
本
副
議
長

で
、
「
情
勢
の
特
徴
と
た

た
か
い
の
展
望
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
政
治
や
経
済

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
披
露
す
る
場
を
常
時
設
け
、

可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
奮
っ
て
編
集
部
へ
連

絡
を
頂
き
投
稿
下
さ
い
。
尚
、
一
回
に
つ
き
一
人
一
作
品
掲
載
。

１
９
２
３
年
９
月
１
日
11

時
58
分
、
相
模
湾
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

９
の
関
東
大
震
災
が
発
生
し

た
。
時
間
帯
が
昼
時
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
東
京
や
横
浜

で
は
大
規
模
な
火
災
が
発
生

し
、
人
的
・
物
質
的
に
も
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

９
月
１
日
を
記
念
し
、
震

災
の
犠
牲
者
の
追
悼
が
墨
田

区
の
横
網
町
公
園
で
行
わ
れ

た
。
当
時
、
俳
号
を
青
嵐
と

す
る
東
京
市
長
永
田
秀
次
郎

氏
の
句
碑
の
隣
に
は
、
「
関

東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追

悼
碑
」
が
あ
る
。

そ
の
頃
の
朝
鮮
は
日
本
に

併
合
さ
れ
て
13
年
目
で
、
そ

の
間
の
８
年
間
で
日
本
政
府

は
朝
鮮
の
土
地
調
査
事
業
を

進
め
た
。
こ
の
調
査
の
事
情

が
理
解
で
き
ず
に
土
地
の
申

告
を
し
な
い
者
の
土
地
は
、

無
主
地
と
み
な
さ
れ
て
そ
の

土
地
は
日
本
政
府
に
没
収
さ

れ
、
安
い
価
格
で
日
本
人
に

対
し
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
朝
鮮
の

農
民
の
８
割
が
小
作
人
と
な

り
、
ま
た
小
作
人
が
生
産
し

た
米
の
８
割
近
く
を
地
主
に

地
租
と
し
て
支
払
う
義
務
を

負
わ
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
農

民
の
朝
鮮
で
の
生
活
は
極
め

て
困
難
困
窮
し
、
多
く
の
農

民
は
没
落
し
て
日
本
や
満
州

に
移
住
す
る
ほ
か
道
は
無
か

っ
た
。
※
続
く

（
Ｈ
）



うちの孫娘は、ふたりとも８月

生まれで長女彩夏が５歳、次女清

夏は３歳です。この夏も娘が里帰

りで連れて来て、花火大会を一緒

に観たり、家で水遊びをしたりと

楽しく過ごしました。次に会える

のは正月か？何はともあれ、健康

であればと願っています。

「
大
好
き
な
水
遊
び
」

荒
川
分
会磯

部
正
三
さ
ん

（
川

柳
）

七
十
年

も
う
そ
ろ
そ
ろ
と

再
軍
備

荒
川
分
会

間
所

秀
夫

２０１４年 夏の大学習会

山口弁護士は集団的自衛権問題を説明

【
厚
生
文
化
部
・
八
木
博
行

部
長
】
８
月
22
日
、
支
部
３
階

会
議
室
に
て
、
東
京
都
火
災
共

済
協
同
組
合
の
池
上
さ
ん
と
本

部
ど
け
ん
共
済
会
事
務
局
次
長

の
平
塚
書
記
を
講
師
に
迎
え
、

共
済
推
進
委
員
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
は
27
人
。

ま
ず
、
池
上
さ
ん
か
ら
ど
け

ん
火
災
共
済
に
加
入
で
き
な
い

事
業
所
向
け
の
火
災
共
済
の
説

明
が
さ
れ
、
次
に
平
塚
さ
ん
か

ら
は
東
京
土
建
の
共
済
運
動
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
組
合
と

共
済
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
火

災
共
済
や
自
動
車
共
済
、
自
転

車
保
険
な
ど
の
詳
し
い
説
明
が

さ
れ
、
質
疑
応
答
で
終
わ
り
ま

し
た
。

こ
の
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の

秋
の
火
災
共
済
推
進
運
動
は
、

分
会
目
標
も
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
へ
の
土
建
国
保
の
異
動
届
出

も
し
、
個
人
事
業
主
や
一
人

親
方
の
方
で
法
人
事
業
所
を
設

立
さ
れ
る
際
に
は
事
前
に
支
部

事
務
局
ま
で
連
絡
し
、
対
応
を

ご
相
談
下
さ
い
。
土
建
国
保
に

既
に
加
入
し
て
い
て
、
法
人
設

立
す
る
場
合
は
継
続
し
て
国
保

加
入
で
き
ま
す
が
、
厚
生
年
金

の
新
規
適
用
手
続
き
が
必
要
で

す
。
同
時
に
就
業
実
態
変
更
手

続
き
に
よ
り
、
保
険
料
区
分
も

変
更
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
間
請
職
人
の
方
が

法
人
事
業
所
従
業
員
と
な
る
場

合
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

Ｑ
・
就
業
実
態
が
変

わ
っ
た
時
ど
う
す
る

ど
け
ん
火
災
に
加
入
を

共
済
推
進
委
員
学
習
会

講師の説明に真剣なまなざし

情
勢
、
社
会
保
障
と
雇

用
問
題
ま
で
多
岐
に
わ

た
っ
た
内
容
で
し
た
。

冒
頭
で
、
今
、
日
本

国
憲
法
の
３
原
則
で
あ

る
国
民
主
権
と
基
本
的

人
権
の
尊
重
と
平
和
主

義
の
３
つ
が
壊
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
が

特
定
秘
密
保
護
法
と
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認

に
よ
り
毀
損
さ
れ
た
と

語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

急
速
な
民
主
主
義
・
平
和
主
義

の
崩
壊
加
速
原
因
は
、
民
意
を

反
映
し
な
い
小
選
挙
区
制
度
が

現
政
権
を
生
ん
だ
こ
と
に
あ
る

と
語
り
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
私
も
思
い
ま
し
た
。

松本さんの講演は多岐にわたった内容に
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塗
装
の
仕
事
に
従
事
し
て

50
年
、
組
合
加
入
し
て
35
年

に
な
る
、
阿
部
一
美
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
私
が
所
属
す
る
東
尾
久

２
分
会
は
群
が
14
あ
っ
て
、

私
は
1
群
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
私
は
現
在
、

分
会
長
を
務
め
て
い
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
。

仕
事
は
一
人
親
方
で
塗
装

業
を
し
て
い
て
、
こ
の
仕
事

に
就
い
て
50
年
で
す
。
中
学

校
を
卒
業
し
て
、
15
歳
で
こ

の
塗
装
の
世
界
に
入
り
ま
し

た
。
最
初
は
生
ま
れ
育
ち
の

愛
知
県
豊
田
市
で
親
方
の
元

に
弟
子
入
り
奉
公
し
て
７
年

ほ
ど
経
っ
て
、
東
京
に
移
っ

て
別
の
親
方
の
元
で
８
年
間

勤
め
た
後
の
30
歳
の
頃
に
独

立
し
ま
し
た
。

昭
和
50
年
代
か
ら
平
成
の

初
め
の
頃
ま
で
は
木
造
新
築

の
仕
事
も
あ
り
、
仕
事
量
も

多
く
途
切
れ
る
こ
と
も
な
く

そ
の
頃
は
良
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
今
は
以
前
に
比
べ

る
と
仕
事
の
量
も
減
り
、
内

容
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
人
親
方
な
の
で
、
時
間
に

融
通
も
利
き
ま
す
が
た
ま
に

キ
ツ
イ
時
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は
特
に
こ
れ

と
い
っ
て
趣
味
や
楽
し
み
も

無
い
の
で
休
日
は
疲
れ
を
と

っ
て
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

ま
す
。
組
合
に
入
っ
て
良
か

っ
た
こ
と
は
人
の
つ
な
が
り

が
出
来
た
こ
と
で
す
。
」

取
材

小
野
澤
富
彦
記
者
＝

西
尾
久
分
会

阿部一美さん（東尾久２分会） ２

『 イン・ザ・ヒーロー 』

武 正 晴 監督

特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
や
怪
獣
な

ど
の
ス
ー
ツ
や
着
ぐ
る
み
を

着
て
演
じ
る
「
ス
ー
ツ
ア
ク

タ
ー
」
を
題
材
に
し
た
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。

自
身
も
ス
ー
ツ
ア
ク
タ
ー

の
経
験
が
あ
る
唐
沢
寿
明
が

主
人
公
に
扮
し
、
体
を
張
っ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い

ま
す
。
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
に

あ
こ
が
れ
、
ス
ー
ツ
ア
ク
タ

ー
の
仕
事
を
25
年
に
わ
た

り
、
続
け
て
き
た
本
城
渉

（
唐
沢
寿
明
）
。
い
つ
の
日

か
素
顔
で
映
画
に
出
演
す
る

の
が
夢
で
し
た
が
な
か
な
か

実
現
せ
ず
、
妻
子
に
は
逃
げ

ら
れ
た
上
、
新
人
俳
優
か
ら

は
生
意
気
な
口
を
た
た
か
れ

る
な
ど
、
散
々
な
日
々
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ

る
日
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ア
ク

シ
ョ
ン
大
作
へ
の
出
演
オ
フ

ァ
ー
が
、
本
城
の
元
に
舞
い

込
む
。
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
で
し
た
が
、
そ
れ
は
命
を

落
と
し
か
ね
な
い
危
険
な
ス

タ
ン
ト
で
周
囲
は
猛
反
対
。

自
身
の
夢
を
か
な
え
る
た

め
、
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
る
の

か
。
９
月
６
日
全
国
公
開
。

Ｃ
2014

Team
REAL

HERO

バ
タ
練
り
製
法
の
蒟
蒻
寒
天

ア
イ
デ
ア
新
商
品
を
開
発
し
客
層
広
げ
る

山内商店
蒟
蒻
・
白
滝
・
寒
天
の
製
造
卸
が
主
で
す
が
、
地
元
周
辺
へ
の

認
知
と
販
路
を
広
げ
る
た
め
に
工
場
の
一
部
を
店
舗
に
改
装
。
素

材
と
製
法
に
こ
だ
わ
り
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
地
元
荒
川
育
ち
で
、
地
元
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
地
元
愛
の
あ
ふ
れ
る
「
山
内
商
店
」
の
三
代
目
、
山
内
茂

（
や
ま
う
ち
・
し
げ
る
）
さ
ん
を
訪
ね
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

（
荒
川
区
西
尾
久
４
―
８
―
２
）

文
・
写
真

川
又
好
一
記
者
＝
日
暮
里
一
分
会

Ｊ
Ｒ
尾
久
駅
を

出
て
、
明
治
通
り

を
田
端
駅
方
向
に

進
み
、
荒
川
七
中

入
口
信
号
を
右
手

へ
曲
が
り
、
突
き

当
た
り
の
線
路
沿

い
の
道
を
左
に
進

む
と
、
色
と
り
ど

り
の
目
立
つ
商
品

案
内
の
ノ
ボ
リ
が

た
つ
、
茶
色
い
タ

イ
ル
壁
の
ビ
ル
が

あ
り
、
店
頭
幕
の

三代目の茂さんはアイデアマンでサーファー

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
に
引

き
込
ま
れ
る
。
ノ
ボ
リ
旗
と
山

内
商
店
の
看
板
が
あ
り
、
必
ず

誰
で
も
分
か
る
お
店
で
す
。

創
業
は
茂
さ
ん
の
祖
父
が
こ

の
場
所
で
、
昭
和
24
年
に
蒟
蒻

・
白
滝
の
製
造
卸
と
し
て
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
父
と
母
に

伯
父
さ
ん
の
身
内
で
一
緒
に
働

い
て
い
ま
し
た
。
主
に
飲
食
店

●
鈴
木
俊
夫
さ
ん

14
年
６
月

16
日
逝
去

享
年
68
歳
（
町
屋

南
・
建
築
金
物
）

●
鈴
木
一
夫
さ
ん

14
年
７
月

27
日
逝
去

享
年
77
歳
（
南
千

住
・
建
築
大
工
）

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

廃
業
危
機
か
ら

元
気
に
再
生
を

や
業
者
向
け
に
卸
し
て
い
ま
し

た
が
、
経
営
は
な
か
な
か
大
変

で
し
た
。

「
私
は
電
気
工
事
の
免
許
を

取
得
し
て
、
電
気
関
係
の
仕
事

に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
父
が

店舗の飾り付けで呼び込む

以前は家庭でも見かけました

他
界
し
、
母
と
伯
父
の
２
人
に

な
っ
た
時
、
廃
業
す
る
と
言
う

話
も
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

も
昔
は
父
の
仕
事
を
継
ぎ
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ど
う
せ

廃
業
し
て
や
め
る
な
ら
、

自
分
で
や
り
き
っ
て
み
よ

う
と
思
い
、
三
代
目
を
継

ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
は

じ
め
の
う
ち
は
二
足
の
ワ

ラ
ジ
で
電
気
工
事
の
仕
事

を
し
な
が
ら
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
ダ

メ
だ
と
思
っ
て
、
家
業
一

本
で
専
念
す
る
事
に
決
断

し
ま
し
た
。
」

原
材
料
は
、
群
馬
県
下

仁
田
産
の
蒟
蒻
芋
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
蒟

蒻
に
も
等
級
が
あ
り
、
一

番
ラ
ン
ク
が
上
の
特
等
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
製
法
も
、

祖
父
の
代
か
ら
の
昔
な
が
ら
の

「
バ
タ
練
り
製
法
」
に
こ
だ
わ

っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
が

サ
ー
フ
ィ
ン
で
バ
リ
島
の

雰
囲
気
が
好
き
な
こ
と
か

ら
、
店
内
は
南
国
の
リ
ゾ

ー
ト
を
思
わ
せ
る
イ
ン
テ

リ
ア
で
す
。

テ
レ
ビ
番
組
な
ど
に
取

材
さ
れ
る
と
遠
方
か
ら
の

来
客
が
増
え
ま
す
が
、
一

日
の
製
造
に
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
製
造
が
間
に
合

わ
な
く
な
り
地
元
近
隣
の

お
客
に
迷
惑
を
か
け
る
の

で
、
あ
ま
り
宣
伝
は
し
な
い
そ

う
で
す
。
餡
蜜
な
ど
の
新
商
品

を
次
々
開
発
し
つ
つ
、
地
域
と

共
に
歩
み
繁
栄
し
、
愛
さ
れ
る

お
店
に
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昔ながらの定番こんにゃく＆ところ天

バラエティに富んだあんみつは大人気で新商品続々

白色申告事業所得者の皆さん

青色申告者と同様に白色申告者の事業

所得等を有する全ての人に対して、平成

26年１月から記帳が義務化されまし

た。売上収入や仕入れ、必要経費に関す

る事項を記録、保存することで自身の経

営状態を把握することが出来、調査時の

対応も的確に行えます。すでに、８ヶ月

を経過していますが定期的に記帳はして

いますか？

具体的な記帳相談は、組合で随時対応

していますので気軽に支部担当迄。
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